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名整牝後の砕土程巌の表示

　　砕土程廉の表示｝よ席別法によって行なった．．各耕区の土壌率

　はゆセダ図のよう妻くノ1＼さく、特，に畜力朝見ぱ、昨年よリー砕土回数

　と増加したので、その凹型は大きく、劾力・耕区の砕土率に楼垂

　したイ直二Σ二なクたき

ラやタ図

　
畦

　酵

　雪

　
尋

1
尋　
　
墨

各踏’級の土塗整

（／ノ目ノ∂日空培直後）

　勤小
　　誇

　　ノ

勃大魅

澹　
〃

費ナ図　破砕イ系数と砕土比

メ。〃…

（／ノ月ノク蜜整地蓮1役）

。“！．

”了砕
1：　土

封比
警

…

薮
一

〃〃♪

受
午
孝

　　

@　
@＋

ﾕ
、
、
糞
，

…N

6
婁
－
…擁
書
…
一
…
｝
『
一

　

、雰蹄＼；甥
　
　
一

ノ
　＼
」

　　孝一6　6ヘヌ　メへ2、　2＞

土雍の大きさぐ砂の　一

破
砕
係
数
／〃一i
／6　2ダ　動大　動小

　
　
　
　
0
／

ε
星
｝
…
，
弓
4
一
、
一
，
一
」

ま　瑳．立法が畦の土壕承分・に民ぼ’す季飾角変ノしとの肉．・獄

　　永分下陰の．土壌ぱ麦の・畑焼・ら下取レ、堀表門6一タ鍬長戻

　ノ2ヘノナ倣の深さの毛のドクいて測聞した。しがし、：本、年は、

　メ目以降の甥庭に支障と来夫し、満平なデーターが得ラ煎なが

　つた．　しがし測薄した：分につ・いて．の結県：が牙・6図のようである。

　　　　　　　　　　　　　　餅8つ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
匠
蟹
棄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟
羅
…
…
戴
田
曙
．
絶

　
　
　
的
＼
　
　
　
鳩
＼
　
　
　
　
　
櫓
＼
　
　
　
　
　
N
＼
　
　
　
　
偽
＼

　
　
　
傾
　
　
鴇
　
　
　
噴
　
　
　
踊
　
　
凶
．

　
　
　
鱗
　
　
ぺ
　
　
　
＼
　
　
　
鰻
　
　
　
＼
＼

膣
…
…
…
董
…
も
…
…
…
…
…
耀
・
ト
ー
4
…
…
…
劉
認
…
…
一
…
t
…
…
謡
…
…
…
郵

寒
　
　

魅
蔓
　
　
、
亀
＼
　
　

“
偽
　
　
　
、
鴨
　
　
　
、
妖
．
　
　
．
、
4
・

《・・で

　　　　㍉く．
　　　気
　　　汝・・

　　　　鼠

　　　　ま　＼
　　　　1　＼　　　　1襲，＼＼

薯

　　　ミ
ー干1撫く垂￥翌（獣）

昌
も
ぺ

こ
亀
門

彗＿

噸

　
　
　
　
田
．
賦
賀
颪

垂
7
一
…
…
藩
田
噸
膠

　
　
　
傷
＼
　

．
　
　
粕
＼
　
　
　
　
　
過
＼
　
　
　
　
　
ぺ
＼
　
　
　
　
　
角
，
＼

　
　
　
い
　
　
　
ハ
　
　
　
　
鴇
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴇

　
　
　
・
竺
　
　
　
祐
　
　
　
　
＼
　
　
　
　
ぺ
＼
　
　
　
＼
＼

・
導
…
鞍
…
N
詩
…
縛
…
黛
」
ぺ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

層
藤
x
．
、

＼
憲

＼
　
、
．

・
侍
＼…

り噸し
侍
召

ふ
訣
．

主卿＿＿

§

十1懸⑲．￥饗（磯）

踏

　
（
．
§
も
＼
～
ぺ
＼
．
F
餐
V

ヒ
な
ユ
う
ほ
き
ロ
さ
と
ロ
の
ロ
ロ
さ
き
き
ほ
ま
　
き
き
き
を
こ
モ
ミ
モ
き
ま
ま
ヒ
ま
さ

　
．
コ
A
ゾ
騒
々
繁
肩
露
・
駐
絶

ヘ
ミ
図
鳩
氷

　
　
（
選
へ
、
（
．
穐
F
楽
音
）

ミ
さ
ヨ
ヨ
ロ
ヒ
ほ
も
こ
と
ヤ
こ
ロ
さ
ヨ
こ
き
じ
じ
ロ
ロ
ユ
ロ
と
ロ
き
ぼ
さ
ロ
さ
ま
き
さ
ご
ミ
き
さ
む
ま
ヒ
し
を
ま
し
き
ロ
ご
ま
　
ま
さ
ロ
ま
ヨ
ヒ
　
さ
き
き
ミ
ご
ま
き
ヨ
き
　

　
コ
ふ
ゾ
穴
嫡
鱗
屑
密
．
娠
癬
　

＼
e
照
照
奴



　　上層部で1よ動耕区の方が畜耕区より土豪水分が多くなってい

　る。　これ1よ例年の，傾向’といえみ。　また動耕区でば、大施区が小

　鬼区より穴で、畜耕区でぱ．　ノ6区がλダ区よリ大きく示・・レて1

　いる。下層部では渤耕区：が畜耕区よ」ノ土顔水分が多くなってい

　ゐ。

6、瞳立去が畦の聴キ温庚に反ぱす摩『節的変兆との肉孫、

　　曲管麩中壷度計き甲、＼　ま畝・ノ〃伽／ユ0伽の『深さの；麩キ

蔽度につい気タ時かラノク時まで、／時鰻麟刻定した・

　　本・年依昨年の同期に比べマ、気巌が非常に畜巌であった。つ

　まりー昨年の最高濫壕が、本年でぱ最抵温・夜に相当する。耕区

　別1こ地」彊選三見うと　こし募ミ号し隙（2＞．大きい畜耕区が動耕区．にくらべ’

　高温になフた、そして、土壌i’孔隙の木小に正比例していろよう

　であ；る。

　　地漏．測：定縮果はラセア図のようである．

‘66り



．ジr．ク図・　うヤ／回・地虚測：走績果

　（’ノ2．月／之日・測』疑）
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ラヤ2回・奨＝温彦罰デミ．きき果（／月ノク日5舞止定）
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欺湿較差について

　地軸の較差ぱ地表部程大きくなり、気盆の葛低艮比例した。

軟差の季師的爽化賎畜力耕区が勤力耕区・よリ、やや大であ

るが、陽．春期に．なるとその差・ま余ソ認めら承ないようである。

　迦遍．較差の結果は才8図のようであろ。

身8図　深さと温度の較差
（タ時ヘノク蒔までの詰・・果）
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最窩最低時のおく承斥ついて

　地湿の最高最低のおくれの時師ま、動耕・区：，畜耕区とも大

差なく、ほとんど類’似、した頓向が認めら承た。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　／2月ノ2日環ll定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一），　／葛／2日　・ノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　　3肩／メ∈｝　〆ノ

　　　おく水の二丁　　　　　　　　　おくれの回向
　　　・一一ρ・岬一一・引館仰’・柳・暇μ’罐噸8一…御・剛岬・鋤押甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲臼隠”圃…M・・副帰・・…r・」・岬噂刷・・脚・’・”卿””’陶饒飢叫・一・「一’5ら郡」幽・

深

さ

く碗）

…

善

　ノ畦立去が畦の形状綻特とその褒誉との衡振

　　　づ＼回は蕎2しメカラ耕区と勃稲幹区の畦形測定，枠が：盗難にあい、

　　ナメ回冒の測定が嶺来ながつた。

　　　畦の形状衷1茄琶見ると穿ノ∂図のように水、平焚イ込1よ余り謎・め

　　ら欺プ’、わずがに上．下変兆が’見豪げられ、太体・例年の傾画と大

　　差がないようであ、る。

　　　　　　　　　　　　　　　酪め
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8畦立奉が畦の回覧硬衆に反ぱす季飾的影響との蘭原

　　例年置広落下式よ壌硬度計茎用凱麦の生育条向ぎノ0ケ

　所測定して、その平均値茎求めた．その下下｝よナ／ノ表のよう

　である。　動耕、畜．耕との土蕨・石更度：の差異｝よ余｝リ譲めらカ、ない。

　．大・諏ゴニ顔：示、分に比’例して、土壌；硬1基ミガミ’馳変イ乙してい，ろ。

　　　　沈／／表　　‡壌襖度測定諸果　ζご伽）

iこ・襲　　　　　　 歯3回

畜　 2〆i　　／8、」←i 　　　　　　　　妻／8＝2　　　ノス3i　　／8、ナi

i動 大i　／ス3 ／タク1
　　　董

　　　r　　　　「
　　　　　ノ8、ぷi／．：フ、6　1

　　　1　　　　　　　　　　1

動　・1・i　ノ歌まi ／タ、ヌ’ 堰@／8・8i
　　　払

父塗立」まが畦の縫草分布に及

　ぼす景多響ヒの肉振

　　壽窪草調査に紅、　　施肥》うく＼タト4よ無

　管理区ぎ談ゆて、）．タ：ηア～向

　にあ’1執る万里祭茂量について

　測定茎4〒なフた。／月中自ま

　で感、動耕、畜耕とこも．ぽと

　んど殺草の発芽ぱ認めらボず二

　ろ朔の測定蒜果は労／／図

　のようである．綾草は両区と

　キ畦肩面に最も繁茂し、スズ

　メ／テッポク、ヤエムグラ等

　がし大、部分・であフた。

ノ4　莚．立渚が’麦：作に及、ぼす・影響

　との肉係

　ω　案の一纏並び’に播種期

　　　甲種感ノずド下半芝：ンスプル

　　ン液と湯震宏によって消毒

　　　　　　　　　　　　　～38♪

身／ノ図　雑草調査
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　を行なWがっ播病前1（害虫防除としてB誌C芭麗合しだも

　のと／〃⑱当ソよダノの割で条播レた．。播裡は／／肩ノ／日

　に二行なった。

ひ）　う乞墨筆び’管「理

　　／〃・晩の施肥成分基準氏N対～ジ，Pム6學，　k名端・

　とした。

　　　　　　　　伽ユ図麦イ乍、竺鐙調査成積．ノメ

　　　60・製
　　　　…
　　　　…

　　　讐
　　　タ珪

　　　　i

　　　嘗

　　　り1

　　　二1

　　　　…

レl
　l　i

師） ｮ4髪・しま〃
　　　　．㌻ 　　／～

　　ノ乏

経遇日数
測定月下

　　　　　　　　　　　　　　　／

　　　　　　　　　　　　　／

　　　　　　　　　　，〆

　　　　　　滋染地＼乱ミ

　　　’　　　　　＼＼薮
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ』＼

　　　　　♪　許”一解黎一磁・磁一デ”

　　　　ん　　ノを　　乃　　　　　　　2》

　　ゆ一醐一”

ビ6タ）



施用肥料一……粒状爪素、過燐酸石双、塩化伽里

施用割合一一……N元聡にナ割、豊肥λ回そ：れでれ2、ま割

　　　　　　　あて．

　　　　　　　P，Kそれ》乞・；れ元肥にノ〃耳熱1

管 理一一一一一，／肩ノク日

　　　　・ユ月ノ6日

　　　　3月／タ：日

・労／回更肥、．土．入承、．中耕

除1草、踏圧茎二行なう．

・中1耕除：草、踏圧，堆厩・肥散

；布．

・ジr2回．～隻．疑：，土入；れぎ行な

　う、

（3）　生育調査

　　生窟調査ヨま、各耕区毎に測定．区茎誤、ザ、その中力＼ら2∂づ張

　き送定レ、生育豊程に伴なうて劇幾した。その結：呆が費ノ2

　図のようであろ、

　　動、畜の両耕区の二二」置程ぎ見ると、前半は・動耕区の方が’

　畜六区より、這々良寿な生育となったが1成熟；朗ド並ずくに

　つ承て、三品区の方が生育が進んできた。こ；れ1ま例年の頭向

　であろが、大、差は、認めウオしない。また、『動畜両耕区の茎」桿、（・

　ついて観察すると、動耕区め麦桿ば畜耕区の毛釧（比べて調

　い茎になっているのかぐ判然と見うウられた。

ぐタ）　収量・調査

　　　刈取面．積　　ム6，帆2

　　　刈取再1ヨ　　6ん月ユ8日

　　　輔籏柄糎鉢斯レ礼回向甑さ甑
　　　謂整方法・　　千歯で三三：したモのと、キネで脱粒レた。，

　　　子実乾娠良否　　　良

伊の



㌘／≧表　　収　 量　成　　｛績 （／∂久当ノ

i工項目拠　董1麦；芋竃ザ子莫重i顎重歩孫／升重i

i薪61銑ト篇十鍋望、“卜二目
i畜2．タ§　63‘久〃　　　　　　　　　　　2夕盆／i

トー一一一一←ご　　　　　　　　　　ま

i動　大i　乃流”i　37／3

ユヌ∠タ；　38；3｛
　　　　　　　　．韮　　　蓬　　一

　　　き
∠3ぷi

ユメノ、タi　　－3∠6
　　　茎！〈3」卜i

1動小i　フ〃3ノ 3／8：フi　ユタ只ぶ 3欧之i
　　　ま
／3ぷ｛

　　　昨年同様．小堤耕程増’収と唇・つた。こ承1叡．ポ・ット試験と

　　屯一致する点で麦作降畜力耕よリ陶動力耕の方が’：直している

　　ことがいえるキうである。　しみ、し、ご全収．量重で動耕区：の方凹，が“

　　畜耕区より圧面的に重いこヒは、条播面穫、つまり播市が’広

　　いのではないが・とも考えられる、」乞れ看ま、搾条き切る場含．、

　　1乍業が容易な勃耕区の方が’、手数ぎ多．く要する畜耕区よリ若

　　干でばあろが広くなろので依ないがと．考えら承るがらである。

　　しがし、本水田裏作においてば、二七区より動耕区の方が増

　　収ヒなった二とば、藍去3年両の謎硫実験ヒ日様であろ．

／∠　土塊三二と麦作ポ》ット試聴

　！ノノ　ホ9ット試険の方去

　　　　　　　　　　ノ　　　前年同様潮〃“（反歩）のワグ卑・レ気ボツト之臥・、

　　試験魎場の蚤外畦1・埋め、ポットの底部にiま、その畦の耕盤

　　と等勧（耕盤土左つめ、その上に各試験区毎の土塊芝つめた。

　　土塊ばそれ菟・れの試験区の平・ナ勾した毛のを．つめ、空隙にぱ壷

　　当に細土左充填した。ホ。ットの上層土面1よ畦面と等高とレ、

牙／3表　充填土塊の組．合呼率

土握の大き亡と組合也率（重量％♪

臣7「／8一／編7坐ノ2一伽／磁、
く　　　

’一

細岡）．〃％ 嗣

6～3‘伽．／∂，％、細密一Σ〃．％

L塾．大L坐如％3伽内外3〃勉細癒λ〃％

「．．

ｾ
」
．

i動　小　 6伽．以：下達〃，％．4教嘆く野〃％
聾

‘7！ノ



　　　　構種勧さ；砕土して、穫子ノ〃粒ぎ円形に点播した．発芽後、

　　　　均　等なもの3：株’と残して他ぱ向31きし、生育、収、：量芝調査し

　　　　た。

　　　　　土壁の組・合せ：は、ラセノ3表のようであみ。なま9、《年ば下肥

　　　　船首芝叡いナて他区との比、：較左試みた．

　　　（λ）　試喚〃）分類

　　　　⑦　標準試験1（畜ノる，蓄．）ヌ、動大、動爪）は、同耕穣のも

　　　　　の芝そボそ・れ2区づ＼つとし、懸場試験と平ゴ卜して同’一管：埋

　　　　　の毛と，に行なった。

　　　　②施肥傘紙（畜ノ6，2／個、　動小　3・耐）は、更1二次のよう

　　　　　に3種類ド分類した。

　　　　　ぐわ施肥分肥試験・（畜／う、動小）；こ才Uよ、標峯試蕨：と

　　　　　　同じ’施肥量であみがゴ、元肥と，追肥の’配分・茎i変えた場合．

　　　　　（口）　：施肥3割増試験（：動ノ】＼）；標孝一：施肥墓準ぶり施肥量’包

　　　　　　3割増ドし、元肥，追肥の施用劉合を等量にした場合。

　　　　　o・）　無薄紅拭、験（畜／6，動ノ1＼）

　　　　③　根系分：布試騎ぐ奮ノ6，　動ノ1＼）ぱ原準：施肥とし、ヌナご帆

　　　　　向隔に円形の金網く鼻孔径／8“伽～正方形）乞設げて根の1分・布

　　　　　状熊蜂調査，したが＼両天即きのため、二選に三障乞来たレ

　　　　　たので中止レた。

　　　　　　肥料ば粒状尿素（妬％♪、過燐酸くノ6珍⊃，塩．化加里

　　　　　　　紫ノタ．表　　施　肥　配　分　表

　験・　i、無肥区　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三

r7」≧ノ



　　（ま∂％）ぎ用い、そめ域分量の割台・ぎそれ誉承／デr当

　　りとした。

　　　施肥割合は斎ノ三二のようであ・る．

r3）　生’育調査

　　ポット試駒（おける生育成讃：ぱナノ3図一砦／ナ図のぷう

　である。

　　　　　　　　舞ノ3図標準・試鞍生育成績物／，
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　生宥三遍について、・各、試：駿区4｝にみろと次のようである。

⑦標準試験区……鬼ず試験区その／についてみみと、草文

　においては勤耕区の方が畜耕区よリ良好な生育となり、特

　に動ノトば尻上リに良くなった。茎数Kついては、分ゆつ最

　盗期ぱ動耕区が畜耕区よリ良烙であったが’、登熟期になみ

　　　　　　　　　　　rンの



　と、動耕区は無効分1ナつが多く尻下リに悪くなったが’、畜

　耕区二1よ最菖分tナつさこ維持して動耕区よりも良好で・あっプ；三。

　また、両耕区共小握耕の方：が’大塊耕よリ草丈、茎数共：に哀

　好一な成績であった。昨拝の生育状態は、動耕区：が’畜耕区1く比

　べ、草魚ぱ非常ド劣ったが、茎数ではや嫁女っていた．今

　年ばこ水が逆になった。

②　施肥試験1

　ζイ）施肥分肥試験（畜ノ6．動・1＼）……葦弍は、、幼盛期がら

　　幼纏形成期に至るまで、ぽとんど同じような生育経過と

　　なジ、登熟期に至ってわずがK畜ノ6の：方が動・ト耕より

　　優ホた。計数は、生血期において、動小の方が’畜ノ5よ

　　リ々々優ボた、しがレ完熟期1よ磁区と劇変リがながつた。

　　標率区｝よ、畜ノ6の労が動小よリ良好な結果となった斌

　　分けつ期前半で血肥区の方が良好な生育と直った。しが

　　し後半になって両舷共ぽぼ同びような生’育状：態になった。

　　昨年は元肥と追肥め割合き3対クにした場合、標準区よ

　　リ分富盛の方が心慮、茎数共1て劣り、また、登熟期が遅

　　；れ病害を誘発したが、づ＼年はヌ対’6の割合であったため

　　が標準区と分・肥区との差異は謎めウポなか＼つた。

　ζの　標準施肥3割増区：（動・｝＼）……標準区、’分肥区に比べ’

　　喪好な生育となった。特に初期生育が’優秀であった。茎

　　数は：分ゆつ期ば他区：に比し砥調であったカぐ、無効分・げつ

　　が少なく良好であった。しがレ、3割増肥の：効果につい

　　ては標準区に比べ’認・められ．なカ＼つた、

　ぐハ）無肥料区（畜／6、動小）……一発芽｛ま、他藩と変りながつ

　　たが’、そ；れ以、後の生．長は遅．メくとして進まず、茎；数毛有二効

　　分げつi＝至らず’、　しか＼も登熟期になって＝も熟せ＝ず’、　ノ也区

　　よリノ〃日向刈取リぎ痔フたが’黄熟に至らなカ＼つたので

　　青熟のまま刈取った。

③　 ；根系、ご分；布試：験こ（畜ノ6、動・｝＼）…一一草丈鳳両区：と・も終・焔接

　　　　　　　　　　　θタノ



　　．近した生育となり、茎数ぱ生長期向中、畜ノ6が動乱よリ

　　々々上回ったが完熟期になって1よ同り’値芝…示した

　生育について、昨年の成護：ヒ応較レてみみと、全ての面にお

いて蓮の現象き示レているようで・ある。

　高文についてみ，ると、動本編が’畜薪区よリ窩く、昨年とは．嗣

ぎ示している。

　土塊別にみろヒ、動唾壷本病と毛ノ1＼高高の方が’大縞耕1⊂にべ

寒寒高く示していろ。病数と土塘の大小との肉蓮ぽ認めら承な

い、すなわち、分りーフ最盛期頃迄」ま、高高区の方が分ウつ数1ま，

多い傾向が認めシれうが、成熟期1ておげゐ有効高数は本編区と

太差は認めシオkない。成熟期にお’ケる生育成霞「は．牙ノゴ表のよ

う冬あ，る。

　斎ノぷ表ボツト棄の成熟期におサゐ生育成鎮
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〆タ，本ρ・ソト麦の宅上部と憶断母屋

　　6戸／日ホρット麦の刈坂リぎ行なったが、雨天統きのため

　祇系、土画調餐ぱ天候に左，，右さ恭晴天日き，見計って行なった

　ため、約）暗面を要レた。そのため、根の梶弱になフたもの

　が若干認めら水祇系試駿ぱ失敗した．しが臥セのポットぱ

　末、：根の切ホたもの毛’努めて拾い1集めて測定した．

　　動耕と畜耕の根の蔓延状態き．見ろと、小麺程下層部まで憂

　延し平：：均して分’毒している力学、大梶1よ土麺中に1よあまり4簑♪＼

　辻．ず’、その問辺．｛＝ラaってメ申ひ：’、上雇郭’1（蔓i藝…していた。

　　ポット麦の陀上部と地下部の墜下は膏／6表のようであろ。

　　標準拭警部の麦子実重量1よ．標準施肥量区その／において

　は、断書区の方が動耕区よソ・ぐや収量がよくなっているが、

　標準施肥量区その2では．動耕区の方バ畜耕区よリ収量は、多く

　なってい．る。

　　発根量は：、畜酒毒の方が’動界層よリ全殿釣に多くなってい

　る．根の伸長輿と草：匁茎数との衡係ぱ認めがたい．土麺の

　自焦的風解程度：鷹十分ド表われておらず、当初の土猿の形状

　と：尺，体均しい・しのであった。

　　施肥量試駿の中で、施肥量配分区の麦子実奎量ど発根量隊、

　稽魚準準肥量試験区とくらべ’てみろと、その差異ばない。また

　滝照量：3割増勢ば、標率施肥聖母との収量差異ぱながつた。

　なお無肥料区のホ1ット表ぱ、生育、収量と毛不良で、麦搾の

施肥に対ナる重要庄之裏ノ†けした。

皿、摘 要

／　タ幌向難読レて両一水田で試験：ぎ行なった・

2、氷田薯柞尋畦立レた後の砕土程度の表示法ば、戸別宏による

　方法が’屍在でぱ黒毛遅想的のようである。

　　庸別》却＝よる砕土程度の．表示辛くらべると、畜力耕区が’動力

　耕区よソ砕土比が／∫一・へ∠8借旧く、それだ’げ畜力耕区の方が

　　　　　　　　　　　　　ζ3の
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